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 プリミエール酒々井の目標（平成２２年度）自己評価書 

 

プリミエール酒々井館長 菊間 利和 

 

 

個別事業とその目標 達成度 
目標達成の効果又は 

達成できなかった理由等 

１ 施設の維持管理の健全化（管理班・図書班） 

 当施設は、開設から７年が経過し、修繕やメンテナンスあるいは更新を必要とす

る機器等が生じているため、施設本来の機能の維持に努め、利用者へ支障を来たさ

ぬよう努めます。 

※ プリミエール酒々井開設 平成１５年９月１３日 

※ 平成２１年度の主な修繕 

① 吸収式冷温水機修理（バーナモーター交換）283,500 円 

② 文化ホールの音響機器修繕 289,800 円 

※ 平成２２年度の主な修繕、更新 

① 図書館システムの入替え 1,889,000 円（３か月分事務機器賃貸料） 

内訳 賃借料（1,829,000 円）通信料（60,000 円） 

② 冷温水・冷却水ポンプ分解整備 1,156,050 円 

  

 

 

 

 

２ 自主事業の推進（図書班） 

   自主事業の再検討を行うなど、より多くの方々に図書館を利用いただけるよう

事業の推進を図ります。 
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① 新システム導入により、機器等の安定稼動が確保さ

れ、より円滑な業務の推進と住民サービスの向上が図

られ、蔵書点検も効率よくスムーズに実施することが

できた。（入札により月額２９４，０００円） 

３ヶ月分 882,000 円 

② 空調機の熱源機器であるガス焚き吸収式冷温水・冷却

水ポンプの分解整備を実施し適正な管理を図れた。

（１，０５４，２００円） 

 

 

 

達成度：H23.3.31の自己評価 

５ 目標を完全に達成した。  

４ 目標を概ね達成した。 

３ 目標を一部達成した。 

２ 目標をほとんど達成できなかった。 

１ 目標をまったく達成できなかった。 

様式１ 
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※ 自主事業 

① おはなし会（平成１６年度から実施） 

毎月第２木曜日、第４日曜日に実施。図書館司書及びボランティアで対

応。 

② わらべうたの会（平成 21年度から実施）図書館司書及びボランティアで

対応。平成２２年５月に実施予定 

③ 家庭教育学級・図書館・人権教育セミナー合同講演会 

④ 子ども理科教室 

⑤ 工作教室 

  

 

３ チャレンジ目標（利用者へのサービス向上） 

図書館の利用者に対して、より利用しやすい施設となるよう努めます。 

① 図書のリクエストについては、１００％要望に応えます。 

② 小中学校との連携 

・ 町内３校の学校図書館に対する資料貸出及び情報提供 

・ 学校等への訪問おはなし会への参加 

・ 職場体験、職場見学等、児童・生徒の受け入れ 

・ 団体貸出の活用支援 

・ 小学校新 1年生への図書利用カードの配布 

    ③ その他 
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① 読書への関心を高めることを目的として、幼児及び小

学生低学年を対象に、読み聞かせ等を実施。（実施件

数２４件、参加者数２０５名） 

② 親子のコミュニケーションと、言葉を楽しむことを目

的に実施。（実施件数４件、参加者数４６名） 

③ 生涯学習の推進のため、読書や図書館利用を啓発する

講演会を実施。（参加人数１９５名） 

④ ⑤ 知識や科学的な読み物に興味を持ってもらうた

め、工作教室や理科教室を実施し本を紹介。（工作教

室：参加人数３５名、理科教室：参加人数１６名） 

 

 

① 県内図書館等からの取り寄せ等、購入以外の方法も用

いることにより、ほぼ１００パーセント要求に応えて

いる。（リクエスト：購入 370 冊、借用 1,064 冊） 

② 町内小中学校に対しては、読書普及の推進を相互に協

力しながら進めている。 

・ 資料貸出冊数 3,516 冊 

・ 職場体験・見学 20名 

・ 小学校新１年生利用カード登録 135 名 

 


